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見守る気持ち、応援する思いが子どもたちに… 

朝夕の冷えこみが日ごとに厳しさを増し、木々も色づき始め秋の深まりを感じる季節になりました。 

２学期が始まってから、５年生がハチ高原へ４泊５日の自然学校、６年生は奈良・京都へ１泊２日の

修学旅行に行きました。５・６年生は、行事のねらいや目標に向かって友だちと楽しみながら活動する

様子が見られました。また、３･４年生は１２月１８日にヤクルト兵庫三木工場・神戸空港へ、１･２年

生は１１月２７日に姫路市立水族館と姫路科学館「アトムの館」へ校外学習に行きます。 

さて、本日開催しました音楽学習発表会（オープンスクール）には、たくさんの保護者・地域の方々

にご来校いただきありがとうございました。半日ではありましたが、プログラムの内容を予定通りに実

施することができ、音楽の秋を満喫していただけたのではと感じております。子どもたちの顔からも達

成感を感じることができました。子どもたちは、それぞれの演奏や合唱に、今までの練習の成果を発揮

し、がんばっていました。音楽は、私たちの生活に深く根付いています。私たちは日常的に音楽に触れ、

その様々な側面を経験しています。音楽には、人間の感情を揺さぶり、心を癒す力があります。きっと

私たちも、思い出のそばには心に残るメロディーがありますよね。音楽学習発表会での音楽が、みなさ

まの心の１ページに思い出として残ることを期待します。 

子どもたちには、保護者・地域のみなさまから 

の見守る気持ち、応援する思いが届いたことと思 

います。当日は、秋を彩る一日となりました。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
            

                                                                          

  

 

  ふるさと半田を愛し、未来に向かって、学び、考え、行動するたくましい児童の育成 
～ 在りたい未来を創造し、なりたい自分を目指す半田っ子 ～ 

たつの市立半田小学校     
〒671-1611 

たつの市揖保川町新在家 166 番地 2 

℡0791-72-2281/fax0791-72-2282 

編集・発行  校長 村瀬 茂 

半田小 HP 

奈良･京都への旅、歴史を直に触れ、本物はちがう！迫り来るものがあるなと感じました。 

見学･体験活動を通して、学びの深いものとなりました。歴史的建造物を見学し、日本文化の 

「わび・さび」を肌で感じる貴重な学びとなりました。                    【京都タワー】         

【法隆寺】    【春日野で昼食】   【東大寺】     【清水寺】 

 

 

 

 

 

【銀閣寺】    【二条城】      【金閣寺】     【映画村】 

 

～ よろしくお願いします ～ 

 先生   10/15～ 主幹マネジメント

として、着任されました。 １～３年生の算数 T T（複数

指導）を中心に入ってもらいます。 



防火図画入賞者（努力賞）    さん （１年）      さん（３年） 

さん（６年）      さん（６年） 
たつの市学童美術展・発明工夫展 【入選】 
（絵画の部）    さん（１年）     さん（２年）     さん（３年） 

さん（４年）     さん（５年）     さん（６年） 

（書写の部）    さん・    さん（１年）     さん・    さん（２年） 

さん（３年）     さん（４年）     さん（５年）     さん（６年） 

（発明工夫の部）    さん（３年）     さん（６年） 

※入選者の作品は１０月３１日（土）～３日（火）まで、たつの市 

青少年館で開催される学童美術展・発明工夫展に出展されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 予 定    ※ ノーゲーム・ノースマホデー（毎月 25日） 

３日 火 文化の日 

４日 水 手話教室：４年  スマホ・ケータイ教室：４・５・６年  ALT 

５日 木  認知症講座：４年  アルバム写真：６年  委員会活動（アルバム写真） 

６日 金 小小交流：５年（神部小・午後）                                       【定時退勤日】 

７日 土 ゆめクラブ（揖保川中学校にて部活動体験）            

８日 日 ＰＴＡ資源回収 8:00・奉仕作業 9:30（ご協力よろしくお願いします） 

９日 月 代表委員会 

１０日 火 全校朝会  市内６年児童芸術文化鑑賞 

１１日 水 ALT 

１３日 金 人間関係づくりプログラム（揖保川中学校）：６年  図書館見学：２年           【定時退勤日】 

１６日 月 SC（スクールカウンセラー来校）授業：３・４年 

１７日 火 STEAM教育推進事業：６年（10:30～11:30） 

１８日 水 ALT  かけ足運動開始～11/30(月)まで（月・水・金の 5回） 

１９日 木 クラブ活動（アルバム写真）    

２０日 金 中間かけ足                                                      【定時退勤日】 

２１日 土 民推協 御津ブロック実践発表会（御津中・御津北こども園） 

２３日 月 勤労感謝の日  たつの市・揖保郡陸上競技大会 

２４日 火 革細工体験：５年  ３年５校時まで(14:40下校) 

２５日 水 中間かけ足  まあや学園との交流会：１年  ALT 

２７日 金 校外学習：１・２年（姫路市立水族館・姫路科学館） ３年６校時まで（15:30下校）   【定時退勤日】 

30日 月 中間かけ足 

誰かを照らす月明りとなって  【 ニューモラル№685 引用 】 

          太陽のように強烈なエネルギーを生み出すことはできなくても、月明かりのように

自分が受け取った「おかげ」の反射として、ささやかな優しさを他者に届けることならできるはずです。

そうした生き方は、必ずしも「太陽と比べて、良いところは一つもない」とは、言い切れないでしょう。

「周囲から照らされてこそ輝くことができる」という一種の不完全さを自覚しているからこそ、暗闇の中

にいる人にそっと寄り添うことができる面があるかもしれません。 

 人は、自ら光を発する太陽のように、いつも自分が主役、中心となることばかりではありません。「周囲

から照らされてこそ輝くことができる」場合も多くあります。届けられた光を反射することで柔らかな光

を放つ月のような姿を認められたなら、私たちはもっと優しく、心穏やかでいられるかもしれません。 
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